
EVRI定例セミナー講演会No.123

逐次通訳

あり

すべての子どもや人間とは等しく尊ばれる存在であると理解するために、人権教育を行うことが重要で

あることは多くの国々で理解され、これまでも展開されてきました。ただし、教室や社会が益々多様化する

中で、その実施において、様々な難しさも見られるようになりました。

本セミナーでは、他国ではどのように人権教育が展開されているか、人権教育の実質化を促進するにはど

うすればいいか、という点について、お話しいただきます。

ヒューマンライツ

と学校教育
変化のエージェントとしての教師 とは

（人権）

オンライン会議システムZ o o mを使用

■ 日時

2 0 2 2年1 0月1 5日（土）

15:00-17:00

広島大学教育ヴィジョン研究センター（EVRI）

◀ QRコード、または下記URLからお申し込みください。

オンライン会議に必要な情報をご連絡します

https://evri.hiroshima-u.ac.jp/23541

■ お問い合わせ先

■ 共催

広島大学教育ヴィジョン研究センター（EVRI）■ 主催

科学研究費_基盤研究（C）「学校市民性教育メカニズムに関する実証的研究

ー高校生の社会参加の実態に注目して」（科研代表者：川口広美）

科学研究費_基盤研究（C）「公正と間文化的対話に基づく教師教育実践の研究：

欧州評議会の市民性教育を参考に」（科研代表者：橋崎頼子）

川口広美（広島大学）■ 司会

■ 講師 オードリー・オスラー

本セミナーは、日本学術振興会の再招へい事業（BRIDFE Fellowship Program) 

のアウトリーチ活動の一環として講演いただくものである

イギリス・リーズ大学 名誉教授／

ノルウェー・サウスイーストノルウェー大学 教授／

日本学術振興会 外国人招へい研究者


